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本事業では、九州大学作物学研究室で蓄積された種子科学の知見を基盤とする、遺伝子配列を改変
しない種子加工技術を活用し、人工光型植物工場における葉物野菜の生産性向上を目指す。植物工
場は安定生産が可能な一方、電力費や設備償却費などの固定費負担が大きく、播種から収穫までの
期間短縮と年間回転率の向上が収益性を左右する。また、発芽不良や生育ばらつきは欠株や収穫時
期の不均一につながり、生産効率を低下させる。そこで、既存品種に適用できる種子加工によって、発
芽率、発芽揃い、初期生育速度を改善し、生産サイクル全体を短縮する植物工場向け高機能種子の
事業化を目指す。

本研究開発では、植物工場で実際に使用される葉物野菜を対象に、処理時間、処理液の組成・濃度、
乾燥条件などの種子加工条件を最適化する。未加工種子との比較により、発芽率、発芽揃い、初期生
育速度、収穫までの日数を評価し、生育期間を短縮する技術の確立を目指す。また、品質保持期間を
確認し、実際の物流・在庫保管に対応可能な保存条件を確立する。さらに、複数の植物工場事業者と
PoCを実施し、回転率向上による経済価値、許容価格、継続利用意向を検証する。あわせて種苗会社

等と種子調達、品質保証、加工・販売体制を整理し、事業終了後の販売につながる商流とビジネスモ
デルを構築する。
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